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審査結果の所見 

本研究は、カーボンナノチューブ内や２枚のグラフェンの間のスペー

スを反応場として用い、新規なナノ物質を合成し機能を開拓することを

目的とした研究であり、応募者のこれまでの実績、特に一次元、二次元

のナノカーボンの制御的作成技術の優位性を生かした意欲的でレベルの

高い研究であると考えられる。特許出願中との理由で明らかにされなか

ったナノ物質合成のキーとなる酸化的な鋳型除去技術の適用可能性にや

や不安は残るが、その点も含めて基盤研究（Ｓ）として採択すべき課題

であると判断した。 

 

 

 

  




